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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 資源リサイクル事業 所管部局 環境部

1
所管
室課

環境政策室 事業名 ごみ減量・再資源化促進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

54,645
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 100.0 99.3 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

再生資源集団回収実施団体に対する報償金交付、ごみ減量・再資源化啓発、廃棄物減量等推進員、一般廃棄物処理基本計画見直し

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

(１)令和３年度再生資源集団回収実施団体に対する報償金交付実績
　　　支給額　　　　　　45,555,076円
　　　支給団体数　　　　　　 447団体
　　　回収量　　　　　 　6,507,868㎏

(２)ごみ減量・再資源化啓発
・食品ロス削減講習会の実施　１回　　・事業者向けごみ減量講習会　１回
・市民向けごみ減量講習会　１回　　　・フードドライブの実施　２回
・コンタクト空ケース回収　　市内８か所で回収

(３)廃棄物減量等推進員事業
　　令和3年度推進員数　291人（令和４年３月31日）

(４)一般廃棄物処理基本計画の見直し
　　第３次一般廃棄物処理基本計画を令和４年２月に策定

決算額　(千円) 48,149

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　新聞等の紙媒体の発行部数が減少することで再生
資源回収量は減少傾向にある。また、子供会の解散
等により登録団体数も減少傾向にある。登録団体の
解散時には、自治会等で取組を承継するように呼び
かけている。

　ごみ減量、再資源化に対する市民等の自主活動を
強化・拡大し意識の向上を図っている。今後も、継
続的な啓発活動が必要。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名
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今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

環境政策室 資源リサイクルセンター管理事業
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